
〈連載〉

第

一章

興
亜
会
に
つ
い

制
ハ
新
会
は
そ
の
趣
青
ど
お
り
、

た。

ア
ジ
ア
の
全
域
で
の
活
動
を
実
践
し

数
は
多
く
は
な
い
が
、
ペ
ル
シ
ャ
で
も
会
員
を
獲
得
し
て
い
る
山
o

叶
時
の
交
通
条
件
一
つ
を
考
え
て
も
、
そ
の
志
気
込
み
の
程
が
伝
わ
っ

て
こ
よ
う
。
し
か
し
、
そ
の
働
き
か
け
の
対
象
は
、

ま
ず
中
国
で
あ
り
、

つ
い
で
朝
鮮
だ
っ
た
。

初
鮮
人
に
た
い
し
て
の
働
き
か
け
は
、
た
と
え
ば
六
人
の
紳
士
を
招

い
て
明
治
ト
内
年
卜
一
月
ト
一
円
に
竹
川
の
花
月
楼
で
親
睦
会
を
開
い

て
い
る
。
朝
鮮
紳
と
に
私
の
知
っ
た
人
は
い
な
い
が
、
日
本
側
は
曽
原

俊
虎
、
ん
い
川
島
誠
一
郎
、
広
部
精
、
草
間
時
十
倍
、
成
島
柳
北
、
副
島
種
臣

(
代
即
)
、
三
島
毅
、
岸
川
吟
吾
、
重
野
安
律
、
複
本
武
揚
、
仮
名
指
一
魯

文
ら
の
節
々
た
る
顔
ぶ
れ
で
あ
る
。
総
勢
一
四
十
二
名
、
な
か
な
か
の
盛

会
だ
っ
た
。
ま
た
、
金
五
均
、
徐
光
範
を
迎
え
て
の
明
治
十
五
年
六
月

さ
せ
て
い
る
ゆ
。

何
如
時
に
入
会
を
説
得
し
た
の
は
曽
根
俊
虎
で
、

計
桜
が
整
問
し
て
い
る
印
。

興
開
会
の
趣
旨
は
、
何
如
時
の
質
問
に
答
え
て
こ
う
説
明
さ
れ
る
。

「
興
作
の
二
字
は
我
が
原
綿
距
衰
顔
萎
擦
の
大
局
を
挽
回
せ
ん
こ
と
を

安
す
る
の
な
」
で
あ
っ
て
、
ア
ジ
ア
諸
国
は
み
な
助
け
合
わ
ね
ば
な
ら

な
い
。
白
人
の
黄
人
に
対
す
る
「
無
道
」
は
、
英
の
印
度
、
仏
の
安
南
、

等
々
止
ま
る
所
な
く
、
ア
ジ
ア
は
「
碧
眼
人
の
奪
取
す
る
所
」
と
な
っ

さ
ん
に
ん
ど
ん
よ
く

て
い
る
。
白
人
は
躍
を
得
て
容
を
望
み
、
「
封
家
長
蛇
そ
の
も
の
に
、

上
倒
を
窺
お
う
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
脅
威
に
た
い
し
、
な
お
「
独
立

の
権
を
失
せ
ざ
る
」
「
向
文
向
種
」
「
輔
車
相
依
る
」
の
「
貴
邦
と
弊
国
」

が
「
従
々
刻
密
同
心
協
力
、
亜
州
を
振
興
す
る
の
雄
念
」
を
起
こ
し
、

「
抗
眼
人
を
し
て
孜
か
間
隙
を
窺
は
し
」
め
ぬ
よ
う
す
べ
き
だ
。
こ
う

述
べ
て
、
「
興
亜
会
章
程
」
を
差
し
出
し
、
示
教
を
仰
い
だ
。
こ
の
章

院
は
前
日
根
の
起
草
に
か
か
る
、
や
が
て
「
興
亜
会
規
則
」
(
前
章
注
間

参
照
)
と
し
て
公
布
さ
れ
る
も
の
の
草
案
だ
っ
た
ろ
う
。

曽
根
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
何
公
使
は
そ
れ
に
目
を
通
す
や
、
「
一
閥
、

机
を
打
て
快
と
呼
び
」
、
一
実
に
こ
う
記
し
た
。

あ

品

目
一
(
さ
に
閣
下
と
各
同
志
の
誠
心
を
見
て
、
欣
側
の
至
な
り
。
鳴
呼
、

今
日
の
時
局
、
唯
だ
我
が
距
洲
の
み
最
も
振
る
わ
ず
。
然
れ
ど
も

同
州
の
大
局
を
維
持
せ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
中
・
東
〔
両
国
〕
が
力

を
合
わ
す
に
非
ざ
れ
ば
、
則
ち
以
て
外
侮
を
禦
ぐ
に
足
ら
ず
。
今

そ
の
際
の
応
答
を (4) 
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二
十
一
日
の
築
地
の
寿
美
屋
で
の
会
は
、
副
島
種
臣
、
榎
本
武
揚
、
渡

辺
洪
基
、
宮
島
誠
一
郎
、
三
島
毅
、
曽
根
俊
虎
、
第
二
代
清
国
公
使
繋

庶
昌
(
同
年
二
月
着
任
)
ら
の
総
勢
肉
十
七
名
、
こ
れ
ま
た
か
な
り
の

盛
会
と
い
え
る
問
。

も
っ
と
も
主
要
な
対
象
で
あ
っ
た
中
国
の
場
合
、
ま
ず
、
初
代
公
使

の
何
如
埠
に
つ
い
て
見
て
お
こ
う
。

何
如
環
は
興
亜
会
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
入
会
は
し
た
。
し
か
し
、
三

月
九
自
の
第
一
泊
吠
会
に
は
要
務
あ
り
と
称
し
て
欠
席
し
、
か
わ
り
に

公
使
館
通
訳
の
矩
鹿
赫
太
郎
を
派
遣
し
た
。
求
め
ら
れ
た
「
祝
辞
」
に

た
い
し
て
は
、
会
員
諸
君
子
が
述
べ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
と
の
理

由
で
辞
退
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
遁
辞
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
創
立
費

を
送
る
の
で
社
中
の
費
用
に
充
て
て
ほ
し
い
云
々
、
と
の
書
翰
は
持
参

no 

ま
会
を
立
つ
る
に
、
当
に
先
ず
語
言
に
通
ぜ
ん
こ
と
を
求
む
。
言

し
た

語
通
ず
れ
ば
、
則
ち
情
意
治
し
む
。
而
し
て
両
国
一
切
の
政
教
嵐

俗
は
、
隠
微
曲
折
、
彼
是
に
周
知
す
。
漸
々
に
一
気
を
連
絡
し
、

互
い
に
維
持
す
れ
ば
、
以
て
唇
詣
相
依
の
交
を
収
む
可
し
。

こ
れ
は
完
全
に
賛
同
し
て
の
辞
で
あ
る
。
こ
う
記
し
た
あ
と
、
さ
ら

に
「
這
の
章
程
は
、
甚
だ
詳
密
な
り
、
請
う
這
本
を
将
て
此
こ
に
留
め

よ
。
当
に
細
細
に
心
を
留
む
べ
し
。
此
の
会
は
盛
挙
な
れ
ば
、
閣
下
と

同
に
我
が
国
人
に
勧
め
協
力
同
心
せ
し
め
ん
」
と
。

つ
い
で
、
大
久
保
利
通
と
の
語
学
学
校
設
立
計
画
に
言
及
し
、
こ
の

興
亜
会
創
立
と
い
う
「
我
が
亜
洲
未
曾
有
の
盛
挙
」
に
よ
り
、
か
つ
て
頓

挫
し
た
学
校
計
画
の
無
念
を
暗
ら
す
こ
と
が
で
き
よ
う
、
と
述
べ
て
い

る
。
か
つ
て
の
彼
ら
の
計
画
が
曽
根
と
は
無
関
係
の
も
の
だ
っ
た
こ
と

が
は
っ
き
り
し
よ
う
。
そ
し
て
、
何
公
使
は
そ
こ
に
止
ま
る
こ
と
な
く
、

さ
ら
に
東
西
の
文
明
論
に
ま
で
話
題
を
ひ
ろ
げ
て
、
こ
う
語
っ
た
。

夫
れ
欧
美
諸
国
、
如
今
、
理
学
大
に
開
け
、
其
精
巧
精
奇
、
実
に

人
目
を
驚
す
と
難
ど
も
、
只
習
う
可
き
者
は
練
兵
の
法
、
軍
器
の

製
、
蒸
気
・
電
線
の
用
に
過
き
ず
。
道
徳
・
修
身
の
学
に
於
て
は
、

我
が
聖
道
に
及
ば
ざ
る
こ
と
遠
し
、
方
今
、
西
洋
諸
国
、
外
に
仁

義
を
唱
う
る
も
、
内
に
欲
利
の
念
寸
持
も
止
む
こ
と
な
し
、
立
見
に

仰
を
侮
り
弱
を
圧
し
、
我
が
亜
州
を
奴
隷
視
す
る
こ
と
、
実
に
弟

輩
痛
嘆
に
堪
え
ざ
る
所
な
り
。
鳴
呼
、
興
亜
の
会
、
山
一
旦
に
後
来
彼

に
卓
越
す
る
の
基
礎
た
ら
い
さ
る
こ
と
な
か
ら
ん
や
。
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こ
れ
は
、

西
洋
の
「
間
川
学
」
す
な
わ
ち
科
学
と
、
東
洋
の
「
道
徳
修

身
の
学
」
を
対
比
し
て
後
者
の
優
越
を
押
し
出
し
た
議
論
な
の
だ
が
、

勺
時
の
中
凶
知
殺
人
(
読
書
人
)
に
共
通
の
も
の
と
一
一
一
一
口
っ
て
よ
い
。
の

み
な
ら
ず
、
た
と
え
ば
係
文
は
、
は
る
か
の
ち
の
一
九
二

0
年
代
に
お

け
る
「
.
一
一
民
主
義
」
講
演
で
、
そ
の
観
点
を
正
而
か
ら
提
起
し
て
い
る

こ
と
だ
け
は
、
こ
こ
で
注
立
を
喚
起
し
て
お
こ
う
。

何
如
昨
が
こ
こ
ま
で
興
州
会
の
創
立
を
出
く
評
価
し
な
が
ら
、
第
一

同
会
人
口
に
欠
席
は
と
も
か
く
、
祝
砕
を
断
っ
た
の
に
は
、
や
は
り
そ
れ

な
り
の
開
山
が
あ
る
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

心
任
後
に
何
知
的
が
直
出
し
た
日
清
両
国
間
の
外
交
問
題
は
琉
球
問

題
だ
っ
た
印
。
琉
球
問
題
と
は
日
清
両
国
に
「
両
属
」
し
て
い
た
琉
球

を
、
日
本
が
沖
縄
県
と
し
て
日
本
領
に
し
て
し
ま
う
過
程
で
発
生
し
た

も
ろ
も
ろ
の
係
争
問
題
で
あ
る
。
十
阿
世
紀
い
ら
い
、
琉
球
王
国
は
明

治
向
朝
に
入
反
し
て
き
た
。
十
七
位
紀
の
初
、
島
津
に
征
服
さ
れ
そ
の

支
配
下
に
入
っ
た
が
、
幕
府
は
琉
球
を
島
津
に
あ
た
え
、
か
つ
王
国
の

存
続
を
命
じ
、
対
明
講
和
交
渉
を
行
わ
せ
た
。
こ
れ
が
「
両
属
」
関
係

で
あ
っ
て
、
琉
球
王
凶
は
幕
末
に
、
ア
メ
リ
カ
・
フ
ラ
ン
ス
・
オ
ラ
ン

ダ
と
「
独
立
同
」
の
よ
う
に
、
条
約
を
結
ん
で
さ
え
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
さ
い
、
琉
球
側
が
中
山
の
年
日
げ
を
用
い
て
い
る
こ
と
は
、
宗
主
日
藩

凶
の
関
係
が
.
比
一
山
の
姿
だ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

琉
球
一
括
様
、
沖
縄
県
設
置
の
布
告
は
明
治
十
二
(
一
八
七
九
)

月
に
出
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
ず
で
る
経
過
は
こ
う
で
あ
る
。

年
内

を
命
じ
た

(
明
治
十
八
年
に

公
的
一
一
十
万
円
を
与
え
て
「
東
京
町
住
」

は
、
「
市
族
人
μ
」
に
よ
り
伐
爵
を
授
爵
)
。

市
川
は
す
ぐ
に
、
「
処
分
」
に
抗
議
し
て
撤
回
を
求
め
た
。

「
処
分
」
断
行
後
の
新
段
併
に
お
け
る
外
交
交
渉
が
始
ま
る
。
清
国
側

は
乍
鴻
ネ
を
押
し
な
て
て
、
北
部
は
日
本
、
南
部
は
前
向
、
中
部
に
琉

球
-
上
凶
存
続
と
の
「
二
-
分
案
」
を
持
ち
出
し
た
。
狙
い
が
冊
封
朝
貢
体

制
の
矧
縫
を
は
か
る
に
在
る
こ
と
は
、
一
見
し
て
明
ら
か
で
あ
る
。
一

い
々
、
日
本
側
は
井
上
湾
外
務
郷
よ
り
、
(
中
日
吉
・
八
重
山
を
清
国
に
割
譲
、

以
忠
川
内
条
瓜
に
均
抗
と
の
「
分
鳥
増
約
案
」
で
対
応
し
た
山
問
。
こ
れ
が

山
山
等
を
犠
牲
に
し
て
、
ギ
同
の
消
滅
、
日
本
へ
の
併
合
を
基
本
方
針

と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
た
明
れ
で
あ
る
。

交
渉
は
一
応
つ
づ
け
ら
れ
た
が
、
ヨ
然
、
妥
結
し
よ
う
は
ず
は
な
く
、

日
本
側
が
山
凶
の
ポ
認
を
え
ぬ
ま
ま
に
「
処
分
」
を
既
成
事
実
化
し
つ

づ
け
、
結
品
、
日
出
戦
争
に
よ
り
「
一
…

ωは
現
実
に
解
決
さ
れ
た
」
の

で
あ
っ
た
句
日

こ
こ
に

こ
の
よ
う
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
興
版
会
発
足
は
ち
ょ
う
ど
、
日
本
の

一
M
的
な
琉
球
処
分
の
断
行
と
い
う
事
態
を
い
か
に
外
交
的
に
う
ま
く

収
点
さ
せ
る
か
を
め
ぐ
っ
て
、
や
り
と
り
が
行
わ
れ
て
い
た
と
き
の
こ

と
で
あ
る
合

μ
門
如
昨
公
伎
は
、
副
ぺ
柏
会
の
馳
U
H
に
は
賛
同
し
た
か
ら
創

い
は
は
と
し
て
入
会
す
る
に
や
ぶ
さ
か
で
な
か
っ
た
が
、
外
交
舞
台
で
の

緊
迫
を
巧
応
す
れ
ば
、
会
合
に
は
代
引
を
派
遣
す
る
に
と
ど
め
、
祝
辞

を
一
昨
逃
す
る
と
い
う
ん
パ
み
の
あ
る
対
応
を
行
っ
た
、
と
い
勺
え
ら
れ
る
の

日
本
政
府
は
、
廃
藩
置
県
後
の
明
治
五
年
、
琉
球
国
王
尚
泰
を
琉
球

葎
王
に
封
じ
て
華
族
に
列
し
(
藩
属
措
置
)
、
翌
年
、
対
外
条
約
正
本

の
提
出
を
命
じ
た
(
外
交
権
接
収
)
。
こ
れ
ら
の
措
置
を
西
洋
諸
国
に

は
通
知
し
な
が
ら
清
国
に
は
報
告
す
る
こ
と
な
く
、
朝
貢
は
明
治
五
年
、

七
年
と
続
け
さ
せ
た
。
つ
ま
り
、
日
本
は
水
面
下
で
既
成
事
実
を
積
み

重
ね
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
台
湾
出
兵
(
明
治
七
年
)
の

後
始
末
と
し
て
、
琉
球
漁
民
の
被
害
者
に
清
国
か
ら
の
撫
憧
金
が
支
払

わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
琉
球
H
日
本
領
と
の
主
張
に
大
き
な
根
拠
が
で

き
た
の
だ
っ
た
。

明
治
八
年
、
日
本
政
府
は
内
務
大
臣
松
田
道
之
を
派
遣
、
首
里
城
で

き

じ

ん

今
帰
仁
王
子
に
、
朝
貢
・
慶
賀
使
・
冊
封
使
の
廃
止
、
明
治
年
号
の
使

用
な
ど
を
命
じ
た
。
琉
球
側
は
朝
貢
廃
止
を
忘
関
心
行
為
だ
と
し
て
継
続

こ
う
ち
ち
よ
-
っ
こ
・
つ

を
望
み
、
東
京
に
陳
情
す
る
と
と
も
に
、
明
治
十
年
、
幸
地
朝
恒
を
密

使
と
し
て
福
州
に
派
遣
し
た
(
北
京
の
総
理
街
門
に
転
達
)
。
ま
た

条
約
締
結
国
の
米
・
仏
・
一
関
の
駐
日
公
使
へ
の
仲
裁
依
頼
も
行
わ
れ
、

明
治
十
一
年
以
後
、
琉
球
問
題
は
日
清
間
の
外
交
問
題
と
し
て
表
面
化

す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

-80-

日
本
政
府
の
朝
貢
禁
止
に
抗
議
、
さ

日
本
政
府
は
外
交
交
渉
で
は
遷
延
策

明
治
十
二
年
四
月
、
武
力
で
も
っ
て

そ
の
翌
日
(
肉
月
五
日
)
、
鍋
島
直
彬
を

上
京
し
た
尚
泰
王
に
、
土
地
邸
宅
・
金
禄

何
如
環
は
明
治
十
一
年
九
月
、

ら
に
割
引
責
の
回
復
を
も
と
め
た
。

を
と
り
つ
つ
、

そ
の
一
方
で
、

「
琉
球
処
分
」
を
断
行
し
た
。

沖
縄
県
令
に
任
命
、
六
月
、

で
あ
る
。

興
亜
会
の
会
員
は
、
当
然
に
清
国
の
本
土
で
も
求
め
ら
れ
た
。
前
述

し
た
よ
う
に
、
曽
根
俊
虎
は
渡
華
時
に
趣
冨
輩
出
を
大
量
三
千
部
も
持
参
・

配
布
し
、
各
地
で
会
員
の
獲
得
に
つ
と
め
た
。
例
え
ば
喬
港
で
は
い
つ
一
?

の
王
諮
を
入
会
さ
せ
て
い
る
。
王
は
ア
ジ
ア
を
圧
迫
す
る
「
欧
人
の
横
」

を
日
夜
、
憂
え
て
い
る
の
で
、
こ
の
挙
に
「
感
悦
」
し
て
入
会
し
、

「
汗
馬
の
労
は
敢
え
て
辞
せ
ざ
る
と
こ
ろ
」
と
然
諾
し
て
、
創
立
員
と

し
て
入
会
し
て
い
る
匂
前
年
来
日
の
義
理
も
あ
っ
た
ろ
う
が
、
か
な

り
積
極
的
な
姿
勢
で
参
加
し
た
も
の
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
曽
根
は
重
臣
中
の
重
臣
、
藍
隷
総
督
十
字
鴻
章
を
も
入
会
さ
せ

よ
う
と
し
て
、
一
書
を
呈
し
て
い
る
。
そ
の
経
緯
を
知
ら
せ
て
き
た

「
通
信
」
仰
に
よ
れ
ば
、
「
単
簡
に
し
て
能
く
欧
亜
目
今
の
大
勢
を
悉
し
、

懐
慨
淋
浦
、
議
論
明
噺
」
な
る
該
書
翰
は
、
李
鴻
章
を
し
て
「
深
く
識

見
の
遠
大
な
る
と
、
志
気
の
壮
雄
な
る
」
を
感
ぜ
し
め
た
と
い
う
。
し

か
し
、
結
局
は
然
る
べ
く
謝
絶
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
「
大
い
に
其
事

を
称
賛
」
し
た
と
い
う
、
そ
の
「
称
賛
」
の
意
味
は
外
交
辞
令
だ
っ
た

の
だ
ろ
う
。

。。

『
循
環
日
報
』

と
こ
ろ
で
王
話
だ
が
、
興
亜
会
に
た
い
し
て
は
自
分
の

に
取
り
上
げ
、
忌
樟
の
な
い
意
見
を
吐
い
て
い
る
仰
o

王
話
は
、
江
蘇
省
蘇
州
の
人
、
一
八
二
八
年
に
読
書
人
の
家
に
生
ま

れ
た
。
口
ヴ
は
投
開
。
生
員
に
は
な
っ
た
が
、
郷
試
に
失
敗
、
科
挙
を
あ

き
ら
め
て
上
海
に
出
、
外
国
人
宣
教
師
の
も
と
で
働
き
、
向
洋
近
代
文



明
を
卯
一
解
す
る
に
い
た
っ
て
い
た
。
太
平
天
国
の
首
都
天
京
(
郎
南
京
)

を
訪
れ
、
上
海
攻
略
策
を
建
議
し
た
。
そ
の
後
、
清
朝
の
追
及
を
避
け

て
寄
港
に
の
が
れ
る
の
だ
が
、
香
港
時
代
の
一
八
六
七
年
か
ら
二
年
あ

ま
り
訪
欧
し
、
一
八
七
問
年
に
『
循
環
日
報
』
を
は
じ
め
た
。
そ
の
頃

の
王
将
は
言
日
法
戦
紀
』
に
よ
っ
て
名
声
を
博
し
、
一
八
七
九
年
に
は

υ本
に
仰
山
科
さ
れ
た
。
晩
年
は
、
上
海
に
お
い
て
一
一
一
一
口
論
、
教
育
界
の
重

鎮
と
し
て
過
ご
し
、
一
八
九
七
年
に
没
し
た
問
。

『
循
環
円
報
』
は
、
中
国
人
の
手
に
な
る
最
初
期
の
政
論
新
聞
で
あ

る
(
日
曜
休
刊
の
日
刊
紙
)
。
論
説
は
大
半
が
王
諮
の
筆
と
さ
れ
る
0

.
上
が
主
筆
を
つ
と
め
た
の
は
、
当
初
の
十
年
だ
が
、
新
聞
そ
の
も
の
は

日
本
の
存
港
占
領
ま
で
続
い
た
問
。
そ
の
紙
上
で
、
興
亜
会
は
こ
の
よ

う
に
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

最
初
の
記
事
は
、
同
月
末
の
「
日
本
が
興
亜
会
を
設
立
し
た
」
で
あ

る
問
。
こ
れ
は
、
「
ア
ジ
ア
の
大
勢
を
振
興
」
す
る
と
の
趣
旨
を
か
か

げ
た
興
相
会
が
つ
く
ら
れ
、
会
長
長
問
護
美
、
副
会
長
渡
辺
洪
基
ら
、

日
本
の
名
空
家
を
集
め
、
主
唱
者
(
創
立
員
)
七
十
余
名
、
賛
同
者

(
同
盟
員
)
七
十
余
名
を
擁
し
、
な
か
な
か
の
会
勢
で
あ
る
こ
と
、
有

能
岳
を
「
選
挙
」
し
て
会
務
を
処
理
し
て
い
る
こ
と
、
「
中
国
語
音
文

ア
」
を
教
段
し
て
い
る
こ
と
、
上
甑
・
釜
山
に
分
会
を
置
き
、
中
国
・

日
本
・
尚
一
路
三
国
人
士
の
交
流
を
謀
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
狙

い
が
う
ま
く
達
成
さ
れ
れ
ば
ア
ジ
ア
の
大
勢
振
興
は
見
込
み
が
あ
り
、

こ
の
挙
は
ま
こ
と
に
日
本
有
識
者
の
「
識
趣
不
凡
」
な
る
を
う
か
が
わ

会
が
で
き
た
こ
と
は
、
日
本
一
変
の
機
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
」
。

孔
子
の
一
一
一
一
口
を
引
い
て
結
ん
だ
こ
の
文
章
が
日
本
批
判
を
寓
意
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
見
て
と
れ
る
。
し
か
し
ま
た
、
そ
の
言
い
回

し
が
腕
出
を
き
わ
め
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
向
時
に
見
て
お
か
ね

ば
な
ら
な
い
。
い
わ
ば
、
小
異
を
存
し
て
大
同
に
着
く
こ
と
を
求
め
る

と
こ
ろ
に
怠
の
あ
る
論
で
あ
る
。
げ
ん
に
、
そ
の
翌
日
の
「
興
亜
会
事

続
録
」
で
は
、
や
は
り
興
距
会
の
創
立
は
「
そ
の
意
甚
だ
深
く
し
て
、

そ
の
滋
極
め
て
速
し
」
と
の
高
い
評
価
を
与
え
て
、
「
興
亜
会
設
立
緒

?
と
を
掲
載
し
て
い
る
の
で
あ
る
的
。
例
の
『
興
距
会
規
則
』
所
収
の

「緒一一
.E
部
分
の
全
文
で
、
前
日
に
来
港
し
た
曽
根
俊
虎
・
伊
東
蒙
吉

が
持
参
し
た
も
の
に
ち
が
い
な
い
。

.
上
絡
が
興
距
会
に
た
い
す
る
明
白
な
批
判
の
言
を
記
す
の
は
半
月
後
、

「
中
国
と
日
本
は
当
に
嫌
を
釈
く
べ
き
を
論
ず
」
mw

に
お
い
て
で
あ
る
。

こ
れ
も
無
署
名
論
文
で
は
あ
る
が
、
「
入
会
の
入
、
大
半
は
我
と
栢
識
」

と
い
う
か
ら
に
は
、
主
結
の
筆
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

そ
の
文
章
で
は
、
こ
う
い
う
。
日
本
人
が
、
外
は
強
隣
を
防
ぎ
内
は

開
幕
一
を
同
め
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
興
拒
会
を
設
立
し
た
が
、
「
そ
の

志
は
品
だ
嘉
み
す
べ
き
で
あ
る
」
。
あ
る
日
、
会
員
(
曽
根
た
ち
)
が

私
を
訪
ね
て
き
て
、
そ
の
宗
旨
を
開
陳
し
、
唇
街
輔
車
の
日
中
両
国
は

緊
街
に
旧
民
抗
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
説
い
た
。
な
れ
ば
、
両
国
は

「
誠
」
「
公
」
の
交
わ
り
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
し
、
琉
球
は
ど
う
か
、

中
日
両
印
刷
だ
っ
た
も
の
を
日
本
は
王
を
虜
に
し
、
県
を
置
い
て
そ
れ
を

せ
る
こ
と
、
幹
事
の
曽
根
俊
虎
ら
が
当
地
に
来
て
活
動
し
て
い
る
こ
と
、

な
ど
を
報
じ
て
い
る
。

上
引
の
記
事
は
「
西
報
」
か
ら
取
っ
た
と
明
記
し
て
い
る
こ
と
か
、
り

し
て
、
内
容
、
評
価
と
も
に
ほ
ぼ
西
報
に
依
拠
し
て
訳
載
し
た
も
の
な

の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
同
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
王
轄
の
論
説
「
日
本

が
興
亜
会
を
設
け
た
こ
と
を
論
ず
」
の
意
見
は
こ
う
で
あ
る
制
。

当一司
b
d
r
、一
-tpつ

「
鳴
呼
、
東
演
の
事
勢
、
今
日
に
至
り
文
た
当
に
一
変
す
べ
し
、
琉

球
は
既
に
巳
に
夷
減
し
、
一
回
向
麗
は
振
興
を
知
る
貯
く
、
其
の
以
て
自
立

し
て
雄
と
為
す
に
足
る
者
は
、
惟
だ
日
本
の
み
」
と
筆
を
起
こ
す
。
琉

球
の
滅
亡
を
言
い
な
が
ら
日
本
の
責
任
を
追
及
し
な
い
の
は
、
共
通
の

立
場
か
=
り
す
る
文
章
で
あ
る
こ
と
を
読
者
に
示
そ
う
と
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
。
興
亜
会
に
た
い
し
て
は
「
亜
洲
の
大
勢
を
振
興
し
国
運
を
隆
盛

に
し
て
騒
々
と
し
て
欧
洲
に
並
ぼ
う
と
す
る
も
の
」
で
、
中
国
・
高
麗

の
語
言
文
字
を
学
ん
で
、
政
治
の
得
失
・
教
化
の
盛
衰
を
知
っ
て
改
善

を
留
ろ
う
と
し
て
お
り
、
「
ま
こ
と
に
志
は
大
に
し
て
計
は
深
く
、
慮

は
遍
に
し
て
心
は
熱
い
」
と
評
髄
す
る
。

し
か
し
、
日
本
が
興
隆
す
る
た
め
に
は
、
「
事
ご
と
に
実
際
を
求
め
、

虚
勢
を
は
ら
ぬ
」
よ
う
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
、
た
だ
そ
の
た
め

に
は
、
中
国
が
ま
だ
保
存
し
て
い
る
「
礼
儀
廉
恥
の
風
」
「
忠
君
親
上
の

信
」
に
学
ん
で
国
政
を
整
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
孔
子
は
「
斉
、
一
変
せ
ば

魯
に
至
ら
ん
、
魯
、
一
変
せ
ば
道
に
至
ら
ん
」
(
『
論
語
』
薙
也
篇
)
と
い
っ

た
が
、
私
は
日
本
が
ご
変
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
」
。
い
ま
「
興
亜

円。

滅
ぼ
し
た
。
ど
う
弁
解
し
て
も
「
滅
国
」
の
二
字
を
免
れ
え
な
い
。
中

国
が
そ
れ
を
問
責
す
る
と
、
日
本
は
干
支
に
訴
え
て
ム
リ
を
通
し
た
の

だ
か
ら
、
ど
う
し
て
「
陸
隣
の
誌
と
い
え
よ
う
か
」
。
中
留
の
と
っ
た

態
度
は
、
「
弱
国
を
扶
け
て
小
邦
を
保
ち
、
減
を
興
し
て
絶
を
継
ぎ
、

義
に
伎
り
て
言
を
執
る
」
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
「
天
下
の
公
一
一
一
一
口
」

で
あ
る
。
日
本
の
と
っ
た
態
度
は
、
「
弱
を
兼
ね
て
昧
を
攻
め
、
乱
れ

る
を
取
り
て
亡
べ
る
を
侮
る
」
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
領
土
獲
得
者

の
所
為
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
中
国
と
和
好
的
に
や
ろ
う
と
す
る
に
は
、

興
琵
会
の
名
が
実
に
爵
う
よ
う
に
、
琉
球
問
題
を
正
し
く
処
理
せ
ね
ば

な
ら
な
い
。
日
本
が
中
山
府
を
琉
球
王
に
返
し
て
社
稜
を
奉
じ
さ
せ
、

日
中
両
国
で
そ
の
存
続
を
助
け
れ
ば
、
ア
ジ
ア
諸
国
は
日
本
の
盛
徳
を

無
窮
に
褒
め
称
え
よ
う
。
中
国
の
求
め
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
日
本
み

ず
か
ら
そ
う
す
る
な
ら
、
日
本
の
冨
威
・
国
体
を
損
な
う
こ
と
は
な
く
、

泰
西
諸
国
か
ら
も
日
本
の
高
義
を
高
く
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

わ
ず
か
に
中
山
を
返
す
だ
け
で
中
国
と
、
さ
ら
に
イ
ギ
リ
ス
と
結
ぶ
こ

と
に
な
り
、
虎
猿
の
ロ
シ
ア
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
「
興
亜
の
第
一

義
は
中
日
相
和
に
如
く
は
な
く
、
中
日
相
和
の
第
一
義
は
琉
球
の
故
土

を
還
す
こ
と
で
あ
る
」
。
日
本
政
府
は
ど
う
し
て
速
や
か
に
着
手
し
な

い
の
か
、
と
。

こ
の
意
見
に
た
い
し
、
会
中
の
人
(
曽
根
ら
)
は
、
そ
れ
は
興
亜
に

と
っ
て
の
小
事
に
す
ぎ
ず
、
政
府
が
善
処
し
て
い
る
、
と
答
え
る
ば
か

り
だ
っ
た
と
い
う
。
王
諮
は
そ
れ
に
た
い
し
、
こ
う
た
た
み
か
け
る
。
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今
、
日
本
は
駒
山
仙
の
勢
い
で
進
ん
で
い
る
が
、
外
交
交
渉
が
ダ
メ
な
ら

ぷ
み
で
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
戦
争
と
な
れ
ば
欧
州
諸
国
が
隙
を
う
い

て
こ
よ
う
c

そ
れ
は
中
日
両
国
、
さ
ら
に
は
ア
ジ
ア
に
と
っ
て
の
不
幸

山
の
い
た
か
ら
、
ど
う
し
て
小
事
だ
ろ
う
か
口
今
、
朝
野
の
諸
君
子
が
参

パ
ー
し
た
興
叫
ん
ぶ
が
で
き
た
の
だ
か
ら
、
是
は
是
、
非
は
非
と
し
て
、
乾

刈
を
旋
転
す
べ
き
だ
。
側
一
利
会
は
「
・
英
一
心
・
宕
〈
窓
・
実
事
」
に
お
い
て

日
止
を
い
本
め
れ
ば
発
反
し
よ
う
が
、
、
心
を
配
し
て
見
せ
な
い
よ
う
な
ら
、

山
ぶ
に
起
り
な
い
。
も
し
ロ
シ
ア
は
倖
太
を
取
っ
た
、
中
国
の
琉
球
兼

仰
を
恐
れ
る
か
ら
日
本
が
取
っ
て
務
塀
と
す
る
の
だ
と
い
う
な
ら
、
そ

れ
は
ま
こ
と
に
狭
・
院
の
見
で
あ
る
。
興
亜
会
を
設
け
る
な
ら
、
そ
ん
な

こ
と
を
し
て
は
な
ら
な
い
c

こ
の
こ
と
を
興
距
会
の
人
に
問
う
の
で
、

返
符
さ
れ
よ
、
と
。

琉
球
問
題
は
前
年
来
の
懸
案
だ
っ
た
が
、
王
拐
の
詰
問
が
冊
封
体
制

の
維
持
に
し
か
帰
結
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
も
、
留
意
し
て
お
か
ね

ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
日
本
側
が
沖
縄
県
の
設
置
に
ま
で

進
む
の
は
こ
の
同
月
四
日
、
そ
れ
に
た
い
す
る
清
国
公
使
の
抗
議
が
五

月調

-ilH
の
こ
と
で
あ
る
。
『
循
環
日
報
』
自
身
、
そ
の
直
前
に
は
ま

だ
『
興
刊
会
制
限
告
』
の
金
子
弥
兵
衛
の
文
草
を
、
「
其
の
識
見
の
卓
、

立
説
の
治
、
空
-
一
一
一
円
補
す
る
熊
き
も
の
の
向
日
に
し
て
語
る
べ
き
も
の
に

非
ず
」
と
絶
賛
し
て
二
一
日
間
に
わ
た
り
、
連
載
し
て
い
る
聞
こ
と
か
胃
り

し
て
、
ト
内
日
の
論
説
が
、
沖
縄
県
設
践
と
い
う
琉
球
処
分
の
飛
躍
的

進
展
に
た
い
す
る
指
弾
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
っ
た
。

減
諒
し
た
」
の
だ
か
、
り
し
て
、
そ
の
「
控
隣
」
の
中
身
が
分
か
ろ
う
と
せ
い
ふ

い
う
も
の
だ
。
い
ろ
い
ろ
一
一
-d
い
訳
し
て
も
、
信
じ
ら
れ
な
い
。
「
日
廷

の
事
」
ゆ
え
会
中
の
人
に
は
貞
任
が
な
い
と
‘
言
っ
て
も
、
み
な
時
勢
に

通
じ
た
人
t

に
で
は
な
い
か
。
一
世
美
の
こ
と
が
不
至
美
の
こ
と
を
生
み
出

す
こ
と
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
、
興
亜
会
報
の
呉
鑑
と
松
村
駒
太
郎
の
筆

談
中
に
そ
の
こ
と
は
よ
く
出
て
い
る
、
と
い
う
。

興
作
会
に
た
い
す
る
激
し
い
批
判
を
展
開
し
た
こ
の
文
章
は
、
『
臨
(

州
会
報
告
』
第
十
二
集
に
、
本
会
を
知
る
も
の
に
は
賛
弁
の
要
な
き

「
把
人
の
愛
」
と
の
「
前
書
き
」
を
付
し
て
再
録
さ
れ
た
倒
。
文
章
の

題
名
を
兼
ね
た
士
山
さ
き
」
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

循
環
日
報
を
関
す
る
に
、
中
に
「
興
盟
会
宜
社
其
弊
」
と
題
す
る

論
右
り
。
益
し
そ
の
怠
は
妃
人
の
菱
に
過
ぎ
ず
。
然
れ
ど
も
、
杯

中
の
蛇
に
駁
ろ
く
者
有
る
を
恐
れ
、
図
り
て
今
ま
其
の
文
を
録
し
、

再
び
天
ド
に
公
に
す
。
天
下
自
ず
か
ら
本
会
を
知
る
者
有
り
。
本

局
の
賛
弁
を
待
た
ざ
る
な
り
。

吋
剛
一
(
唖
会
協
告
』
第
ト
二
集
と
い
え
ば
、
か
の
広
部
精
「
官
話
論
」
が

掲
載
さ
れ
、
会
報
全
部
を
東
ア
ジ
ア
の
共
通
告
缶
詰
と
し
て
の
「
官
話
」

(
漢
文
)
で
編
集
す
る
と
高
ら
か
に
宣
言
し
、
そ
の
方
針
を
適
用
し
た
最

初
の
H

り
だ
っ
た
。
加
え
て
民
出
品
さ
れ
る
べ
き
は
、
上
記
の
『
循
環
日
報
』

か
ら
の
い
内
録
文
が
、
「
官
話
論
」
に
つ
づ
け
て
、
論
説
糊
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
編
集
者
広
部
精
が
興
亜
会
の
主
旨

を

m
mし
て
い
る
お
に
は
、
『
循
環
日
報
』
の
論
が
「
妃
人
の
愛
」
に
過

興
亜
会
に
と
っ
て
、
王
範
の
問
い
に
答
え
る
こ
と
は
、
容
易
で
は
な

か
っ
た
。
六
月
十
四
日
の
例
会
で
末
広
重
恭
(
鉄
腸
)
が
「
循
環
日
報

の
興
盟
会
を
論
ず
る
の
一
位
掃
を
爆
撃
し
て
興
亜
会
の
主
旨
を
明
ら
か

ι

し
、
「
そ
の
論
は
痛
快
」
だ
っ
た
と
言
う
が
、
内
容
の
記
載
は
な
い
的
。

「
爆
撃
」
の
語
は
お
だ
や
か
で
な
い
が
、
高
い
調
子
で
の
反
論
、
と
一
一
二
口
っ

た
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
あ
え
て
「
爆
撃
」
の
内
容
を
縫

測
す
れ
ば
、
沖
縄
県
設
置
は
日
本
の
内
政
問
題
と
そ
の
批
判
の
矛
先
を

か
わ
し
、
よ
り
高
い
次
元
で
の
、
日
清
両
国
の
提
出
川
と
西
洋
に
た
い
す

る
対
抗
を
語
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
忠
わ
れ
る
。

そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
前
大
統
領
グ
ラ
ン
ト
の
調
停
、
商
議
開
始
と
い

行
こ
と
に
な
る
が
、
八
月
十
六
日
に
は
「
興
亜
会
は
宜
し
く
其
の
弊
を

社
ぐ
べ
き
の
論
」
が
娼
載
さ
れ
る
問
。
こ
れ
は
、
普
通
、
論
説
の
文
章

が
載
る
の
と
は
違
う
位
置
(
他
紙
か
ら
の
再
録
部
分
)
に
置
か
れ
て
い

る
が
、
そ
の
議
論
の
組
立
か
ら
推
せ
ば
、
王
話
の
も
の
で
は
な
い
か
と

忠
わ
れ
る
。

表
題
か
、
り
し
て
明
確
な
興
亜
会
批
判
の
態
度
を
打
ち
出
し
た
、
こ
の

文
章
が
言
う
と
こ
ろ
は
こ
う
で
あ
る
。
日
本
人
が
興
亜
会
を
設
立
し
た
、

「
其
の
志
は
別
ち
大
、
其
の
名
は
期
ち
美
」
な
の
だ
が
、
事
勢
の
困
難
、

意
見
の
分
岐
か
3

り
す
れ
ば
、
「
意
味
の
な
い
〔
無
補
〕
の
空
言
に
等
し

く
」
、
か
つ
「
陰
謀
議
計
に
類
す
る
も
の
」
で
あ
る
。
対
外
策
の
最
上

は
徳
に
よ
り
感
化
す
る
こ
と
、
次
は
恩
威
並
び
施
す
こ
と
で
あ
る
が
、

今
の
日
本
は
「
端
'
無
く
し
て
台
湾
に
段
勤
し
、
謀
を
蓄
わ
え
て
琉
球
を
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ぎ
ぬ
、
と
本
気
で
考
え
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
批
判
の
文
章

を
、
本
来
、
同
伴
者
で
あ
る
は
ず
の
隣
国
人
の

H

異
見
H

と
し
て
読
ん

で
、
興
亜
会
に
た
い
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
意
図
し
て
の
論

説
嬬
へ
の
併
載
で
あ
っ
た
、
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る

q

と
こ
ろ
で
、
呉
鑑
と
松
村
駒
太
郎
の
筆
談
は
『
興
亜
会
報
告
』
第
八

集
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
の
G

刊
行
日
付
か
、
り
し
て
、
そ
の
間
わ
ず
か
に

十
八
日
の
隔
た
り
し
か
な
い
の
だ
か
ら
、
き
わ
め
て
素
早
い
対
応
だ
っ

た
こ
と
が
分
か
る
の
だ
が
、
呉
鑑
の
意
見
と
は
、
こ
の
よ
う
な
も
の
だ
っ

す
く

た
。
「
如
し
立
会
の
後
、
午
一
一
口
語
相
通
じ
、
即
ち
患
難
相
櫨
い
、
大
国
に

在
り
で
は
小
国
を
併
呑
す
る
を
以
て
心
と
為
さ
ず
、
小
田
に
在
り
で
は

大
国
に
抗
拒
す
る
を
以
て
志
と
為
さ
ざ
れ
ば
、
別
ち
此
の
挙
は
美
挙
と

為
す
」
。
し
か
し
、
も
し
「
形
勢
」
を
識
っ
て
「
山
河
に
割
拠
」
す
る

志
を
行
い
、
三
一
一
口
語
」
に
通
じ
て
「
隣
菌
を
窺
伺
」
す
る
謀
を
行
う
な

ら
、
孟
子
の
所
謂
「
作
儲
無
後
」
(
悪
し
き
前
例
を
開
く
こ
と
)
の
戒

め
を
鑑
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
、
あ
え
て
数
言
を
呈
し
て
、
美
挙
を
な
さ

れ
た
諸
君
が
、
後
患
を
塞
い
で
さ
ら
に
厚
望
を
有
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
願

-
つ
、
と
。

呉
鑑
が
い
か
な
る
人
物
で
あ
る
か
は
、
未
詳
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ

の
筆
談
に
見
え
る
と
こ
ろ
か
ら
推
せ
ば
、
相
当
の
人
物
で
あ
ろ
う
。
語

調
は
、
大
国
主
義
的
風
味
も
ふ
く
め
て
、
中
華
の
文
人
ら
し
く
態
惣
で

あ
る
。
そ
の
音
山
見
が
王
諮
と
軌
を
一
に
す
る
こ
と
は
、
説
明
す
る
ま
で

も
な
い
。
「
興
亜
会
宜
杜
其
弊
論
」
は
、
こ
の
呉
鑑
の
意
見
を
引
用
し
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た
後
、
「
眼
光
独
注
、
は
る
か
に
尋
常
を
超
え
る
も
の
」
と
讃
え
、

川
会
同
人
に
「
保
邦
時
隣
の
道
、
興
減
継
絶
の
仁
」
を
反
省
す
る
よ
う

求
め
、
万
里
を
遠
し
と
せ
ず
「
忠
言
歪
計
」
を
呈
し
て
浪
拠
の
あ
る
回

答
を
待
つ
、
と
文
を
結
ん
だ
の
で
あ
る
。

こ
れ
へ
の
回
答
は
、
管
見
の
か
ぎ
り
、
ま
だ
見
つ
け
得
て
い
な
い
o

f
根
に
せ
よ
広
部
に
せ
よ
、

H

減
…
回
H

と
は
考
え
な
い
が
、
そ
れ
を
表

立
っ
て
論
じ
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
冊
封
体

制
へ
の
批
判
の
窓
見
を
持
っ
て
い
て
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
い
ず

れ
に
せ
よ
、
こ
の
問
題
で
の
す
れ
違
い
は
ア
ジ
ア
主
義
の
も
つ
二
重
性

の
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
表
出
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
そ
の
翌
日

の
『
循
深
日
報
』
に
前
述
の
曽
根
俊
虎
・
伊
東
蒙
吉
の
李
鴻
章
へ
の
上

位
口
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
帥
こ
と
は
、
王
結
が
興
話
会
に
な
お
期
待
す
る

と
こ
ろ
が
あ
っ
た
こ
と
を
も
示
し
て
い
よ
う
。

と
も
あ
れ
、
琉
球
処
分
(
さ
ら
に
は
、
先
の
台
湾
出
兵
)
問
題
が
、

興
州
会
の
唱
え
る
日
…
前
提
挺
論
に
と
っ
て
の

H

喉
に
刺
さ
っ
た
骨
H

だ
っ

た
o

m
万
年
八
月
中
旬
の
『
循
環
日
限
』
論
説
が
日
本
と
中
国
は
「
和
」

し
て
貿
易
の
進
展
を
は
か
る
べ
し
、
ロ
シ
ア
の
進
出
に
対
抗
す
べ
し
と

主
張
す
る
の
だ
が
、
そ
の
主
張
の
妓
心
は
な
お
、
そ
の
た
め
の
琉
球
処

分
の
撤
間
に
あ
っ
た

ω。

ロ
シ
ア
の
進
出
に
た
い
す
る
讐
成
、
対
抗
の
う
ご
き
は
当
時
に
あ
っ

て
相
立
に
強
い
も
の
が
あ
っ
た
が
、
前
述
の
論
説
に
す
ぐ
つ
づ
け
て
両

国
共
同
し
て
ロ
シ
ア
を
防
ぐ
べ
し
と
の
論
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
問
。
ま

(l0J (9) (8) 

を
つ
ら
ぬ
い
た
(
『
対
支
回
顧
録
』
上
、
百
七
十
!
百
七
十
七
頁
)
。

「
本
会
組
問
」
『
興
組
会
阿
南
台
』
第
肉
集
、
十
八
頁
。

江
口
駒
之
助
「
市
出
通
信
」
『
興
亜
会
制
抑
止
円
』
第
八
集
、
八
頁
。

阿
川
れ
な
日
行
「
主
新
と
循
環
日
報
に
つ
い
て
」
『
東
洋
史
研
究
』
第
四
十

一
二
巻
第
一
一
一
号
、
一
九
八
問
年
、
参
加
…
。
こ
の
論
文
に
は
、
「
鮪
環
日
寝
』

の
正
信
の
論
説
一
覧
が
含
ま
れ
て
い
る
。
苦
心
の
作
で
あ
る
。

の
ち
に
ア
ナ
キ
ス
ト
の
呉
推
蹄
か
ら
「
真
正
の
老
革
命
党
」
と
の
折
り

紙
を
つ
け
ら
れ
て
い
る
が
(
『
労
働
』
雑
誌
、
第
一
二
号
、
一
九
一
八
年
、

瓦
十
一
頁
)
、
呉
推
服
の
角
度
か
ら
の
評
価
と
し
て
興
味
深
い
。

八

W
H

成
自
『
中
国
新
開
史
』
国
立
政
治
大
学
新
開
研
究
所
、
一
九
六
九
年

再
版
、
百
九
十
六
・
七
百
三
十
瓦
頁
。
な
お
、
戦
勝
後
に
復
刊
し
た
が
、

一
九
問
七
年
に
停
刊
し
た
(
史
和
等
吋
中
国
近
代
報
刊
名
録
』
福
建
人

民
出
版
社
、
一
九
九
一
年
、
一
二
百
.
一
十
二
頁
)
。

「
日
本
設
立
興
亜
会
」
『
循
環
日
綴
』
一
八
八

0
年
四
月
二
十
九
日
。

「
論
日
本
設
興
亜
会
」
『
循
環
H
破
』
一
八
八

0
年
同
月
.
一
十
九
日
。

「
興
町
会
事
続
録
」
『
循
環
日
報
』
一
八
八

O
年
同
月
三
十
封
。
ち
な
み

に
、
こ
の
記
事
で
は
正
使
の
よ
日
田
正
春
は
ベ
ル
シ
ャ
に
ま
で
向
か
お
う

と
し
て
い
る
こ
と
、
彼
ら
の
任
務
が
政
治
・
風
俗
・
地
理
・
物
産
等
の

兵
要
地
誌
的
調
査
に
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。

「
論
中

H
当
釈
嫌
」
『
循
環
日
南
』
一
八
八

O
年
瓦
月
十
問
日
(
『
弦
国

文
録
外
編
』
不
収
)
。

「
日
本
人
論
中
外
大
勢
」
『
循
環

H
破
』
一
八
八

O
年
瓦
月
十

H
、
「
接

対
中
外
大
勢
論
」
十
一
、
十
.
一
日
。
金
子
弥
兵
衛
の
文
章
は
「
亜
細
亜

洲
総
論
論
読
」
『
興
部
会
報
告
』
第
博
一
集
、
「
担
制
服
洲
誌
論
略
日
本
条

i
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阻

た
、
商
業
的
発
展
を
目
指
そ
う
と
の
主
張
は
、
自
本
の
興
亜
会
側
で
も

確
固
た
る
基
盤
を
持
つ
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
次
に
、
亜
細
一
一
一
盟
協

会
の
章
で
や
や
く
わ
し
く
取
り
上
げ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

、迂
山
「
本
会
記
事
」
『
興
亜
会
報
告
』
第
十
九
集
、
一
頁
。

ω
「
本
会
記
事
」
『
興
亜
会
報
告
』
第
ニ
十
四
集
、
一
頁
、
第
三
十
集
、

頁。

印
『
興
亜
公
開
拙
』
第
二
問
、
一
一
、
十
八
頁
。

川
町
「
欽
差
大
臣
何
公
使
と
曽
根
氏
の
談
話
」
『
興
亜
会
報
台
』
第
二
集
、
二
一

頁
。
何
如
埠
は
教
員
の
張
滋
坊
の
人
と
な
り
に
つ
い
て
も
質
問
し
て
い

る
が
、
そ
れ
は
略
。

以
下
、
琉
球
処
分
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
金
城
配
鮫
『
琉
球
処
分
論
』

タ
イ
ム
ス
選
書
8
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
、
一
九
七
八
年
、
『
対
支
回
顧

録
』
等
に
よ
る
。

明
治
十
二
年
八
月
十
日
に
天
皇
と
会
見
し
た
ア
メ
リ
カ
前
大
統
領
グ
ラ

ン
ト
が
提
案
し
、
外
相
に
就
任
し
た
井
上
撃
が
採
用
し
た
方
針
だ
と
い

う
(
黒
木
彬
文
「
興
亜
会
の
成
立
」
八
十
九
頁
)
。

「
分
島
増
約
案
」
以
後
の
経
過
を
簡
単
に
記
せ
ば
、
廟
儀
決
定
が
明
治

十
三
年
四
月
、
八
月
、
沈
桂
芽
等
と
の
商
議
開
始
、
十
月
、
清
側
が
分

山
市
可
約
の
議
を
了
承
す
る
も
遷
涯
、
報
一
一
四
年
一
月
、
駐
清
公
使
宍
一
戸

壌
が
、
責
任
は
清
国
に
あ
り
と
し
て
田
辺
太
一
書
記
官
を
残
し
帰
国
し

た
。
そ
の
後
、
こ
の
間
題
は
棚
上
げ
的
に
扱
わ
れ
、
明
治
十
五
年
、
禦

庶
昌
公
使
が
再
議
を
望
ん
だ
と
き
、
井
上
外
務
卿
は
案
件
結
了
の
態
度
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下
論
説
」
向
第
三
号
所
載
。
そ
れ
は
、
丙
洋
の
圧
迫
と
い
う
大
情
況
の

も
と
で
の
、
文
明
発
祥
の
地
た
る
の
ア
ジ
ア
の
奮
起
を
・
つ
な
が
し
、
日

本
が
そ
の
先
駆
と
な
る
べ
き
こ
と
を
訴
え
か
け
た
も
の
。

「
本
会
記
事
」
『
興
亜
会
報
告
』
第
六
集
、
一
一
員
。
末
広
章
一
恭
は
当
時
、

成
島
柳
北
の
『
朝
野
新
聞
』
記
者
。

「
興
亜
会
宣
杜
其
弊
論
」
『
循
環
日
報
』
一
八
八

O
年
八
月
十
ム
ハ
日
。

『
興
亜
会
報
告
』
第
十
二
集
、
て
八
八

O
年
十
一
月
十
瓦

H
。

政
府
の
措
置
と
曽
根
・
広
部
等
の
間
の
こ
の
溝
を
、
黒
木
彬
文
氏
は
興

亜
会
内
部
に
お
け
る
「
指
導
層
」
と
「
推
進
層
」
と
の
差
異
だ
と
す
る
、

傾
聴
す
べ
き
指
摘
を
さ
れ
て
い
る
(
「
興
亜
会
の
成
立
」
『
政
治
研
究
』

第
三
十
号
)
。

在
天
津
松
村
駒
太
郎
「
同
〔
清
盟
通
信
、
の
こ
と
と
『
興
亜
会
報
告
』

第
八
集
、
明
治
十
三
年
七
月
二
十
九
日
、
十
五
頁
。

「
付
録
東
洋
興
亜
会
同
人
上
李
博
相
書
」
『
循
環
日
報
』
一
八
八

O
年
八

月
十
七
日
。
「
付
録
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
中
外
新
開
」
欄
の
ト
ッ

プ
だ
か
ら
、
あ
る
い
は
前
日
の
「
興
亜
会
宣
社
其
弊
」
の
付
録
か
と
忠

わ
れ
る
。
し
か
も
、
「
興
亜
会
宜
杜
其
弊
」
は
社
説
文
の
佑
嵩
、
部

「
中
外
新
聞
」
臓
の
ト
ッ
プ
で
は
な
く
第
四
番
目
で
、
他
報
か
ら
の
転

載
記
事
の
可
能
性
も
あ
る
こ
と
を
記
し
て
お
く
(
丙
里
氏
の
「
循
環
日

報
論
説
見
出
し
一
覧
」
に
は
拾
っ
て
い
な
い
)
。

「
論
日
本
当
与
中
国
和
」
『
循
環
日
報
』
一
八
八
一
年
八
月
十
六
日
、

「
続
論
日
本
当
与
中
国
布
」
『
循
環
日
報
』
一
八
八
一
年
八
月
十
七

H
。

「
論
中
日
当
合
力
以
担
鍛
」
『
循
環
日
報
』
一
八
八
一
年
八
月
十
八
日
。
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